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マイタウン・マイホスピタル
～地域に根ざし、ともに歩み、心ふれあう病院に～

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
当
院
の

医
療
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
２
０
２
２
年
の
院
長
就
任
以
来
、
医

師
の
増
員
や
救
急
医
療
体
制
の
刷
新
な
ど
、

医
療
の
質
と
持
続
性
を
高
め
る
改
革
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
厳
し
い
医
療
・
経

営
環
境
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
病
床
稼
働

率
の
大
幅
な
向
上
や
収
益
改
善
と
い
っ
た
成

果
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
職
員一

人
ひ
と
り
の
努
力
と
地
域
の
皆
さ
ま
の
支
え

が
あ
っ
て
こ
そ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
当
院
が
力
を
入
れ
て
い
る
取
り
組

み
の一つ
が
「
自
由
診
療
」
で
す
。
エ
ビ
デ
ン

ス
が
あ
り
、
安
全
性
を
十
分
に
担
保
で
き
る

治
療
に
つ
い
て
は
、
良
心
的
な
料
金
設
定
の

対
す
る
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
手
術
、
消
化
器
「
肝・

胆
・
膵
」
に
お
け
る
高
難
度
手
術
な
ど
、
国

内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
医
療
を
発
信
し
て
い
く

こ
と
も
重
要
な
使
命
で
す
。
本
年
か
ら
は
、

消
化
器
の
希
少
が
ん
に
対
す
る
「
放
射
性
医

薬
品(

ル
タ
テ
ラ)

治
療
」
も
新
た
に
開
始

い
た
し
ま
す
。

　
県
北
地
域
で
医
療
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験

か
ら
、「
地
域
の
発
展
は
医
療
の
発
展
と
と

も
に
」と
の
思
い
を
強
く
持
っ
て
い
ま
す
。「
地

域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
強
化
」、「
地
域
の

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
際
し
て
の
救
護
班
の
派
遣
」、

「
企
業
訪
問
を
通
じ
た
事
業
体
同
士
の
連
携

促
進
」
な
ど
、
地
域
全
体
を
支
え
る
活
動
に

も
引
き
続
き
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
無
医
地
区
の
住
民
の
皆
さ
ま
を
対

象
に
、
電
力
セ
ン
サ
ー
を
活
用
し
て
健
康
状

態
を
見
守
る
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
セ
ン
シ
ン

グ
」
の
実
証
事
業
を
昨
年
よ
り
開
始
し
ま
し

た
。
本
年
は
対
象
地
域
を
さ
ら
に
拡
大
し
、

地
域
医
療
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
戦
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
「
安
心
・
安
全
で
質
の
高
い
医

療
」
を
通
じ
て
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
健
康
と

暮
ら
し
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

当
院
へ
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

も
と
、
積
極
的
に
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
膝
な
ど
の
痛
み
に
対
す
る「
Ｐ

Ｄ
Ｆ
ー
Ｆ
Ｄ
療
法
」
は
、
県
北
地
域
で
先
駆

け
と
な
る
最
先
端
治
療
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
予
防
医
療
の
充
実
も
重
要
な
テ
ー

マ
で
す
。
本
年
は
新
た
に「
心
臓
ド
ッ
ク
」「
脳

ド
ッ
ク
」
を
開
始
い
た
し
ま
す
。
心
臓
ド
ッ

ク
で
は
、
血
管
に
特
化
し
た
最
新
の
Ｃ
Ｔ
を

導
入
し
、
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
検
査
を
メ
ニ
ュ
ー
に

加
え
ま
し
た
。
狭
心
症
の
原
因
と
な
る
冠
動

脈
の
動
脈
硬
化
を
詳
細
に
評
価
で
き
、
全
国

的
に
も
例
の
少
な
い
、充
実
し
た
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
Ａ
Ｉ
診
断
機
器
の
導
入
に
も
積

極
的
に
取
り
組
み
、
他
施
設
と
の
差
別
化
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
外
や
都
市
部
、
さ
ら

に
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
患
者
さ
ま
に
も
当
院

を
知
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
観
光
地
・
那
須
に
近
い

立
地
を
生
か
し
、「
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
や
「一泊
ド
ッ
ク
」
な
ど
新
た
な
医
療
の

形
に
つ
い
て
も
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
当
院
が
誇
る
医
療
と
し
て
、
カ
テ
ー
テ
ル

に
よ
る
心
臓
血
管
治
療
、
く
も
膜
下
出
血
に
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年
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字
病
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院
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マイタウン・マイホスピタル
～地域に根ざし、ともに歩み、心ふれあう病院に～

　若い職員たちは柔らかい表情で研修に参加しているように見えます。
　しかし、その内側にはしっかりとした真剣さがあり、先輩の助言を聞き逃さないよう、
静かに集中している雰囲気から「もっと良い支援ができるようになりたい」という気持ち
が静かに感じられます。
　小さな一歩を丁寧に積み重ねる姿が、未来の力を育てているように感じられます。

若手職員の教育や高校生の受入、野外での訓練
仲間と学ぶ、こころのケア研修

キーワード：学び／継承／希望

【サイドコラム 】研修を受講した職員に聞きました。
Q. 印象に残った研修はなんですか

　災害救護活動の一環
としてこころのケアが
実施できると同時に、
自分自身のセルフケア
に関する研修を行って
います。

次回予告：「その一歩の先へ」─ 広がる未来のかたち（１年の振返り）

　救急員養成講習（メ
イン写真）の最後に行
われた「総合演習」です。
本当に大変でした。講
習内容を１対１で実践す
ることは、比較的対応で
きたものの、複数名の
救護を同時に行う演習
では、自分の未熟さを
痛感しました。これから
何度も学び直し、力をつ
けたいと思います。

高校生初めてのリハビリ体験
　栃木県内のＪＲＣ（ジュニア
レッドクロス）加盟校の高校生
を対象に職場体験実施しまし
た。写真はリハビリで膝の関

節可動域を測定中。他の職業も体験していただきました。
先輩から学ぶ野外訓練の基礎
　現役救護班の先輩から屋
外での救護活動に活かせる
技術の指導を受けます。
　写真は、簡易ベッドの設
営方法を指導しています。

救急員養成講習（入職3・4年目のスタッフ）

利谷  李空　主事 穂苅  巴美　主事

　「こころのケア」の
患者体験です。ケア
される側の気持ちを
体験して、何を考え、
どんな意思決定をし
ているか学びました。
本当にこのような人
たちのこころに寄り
添えるか不安でした
が、講義内で解決方
法を仲間と学ぶこと
ができました。

社会課
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「未来を育てる」
　　〜 若手職員・学生のまなざし 〜



　11月 23日（日）に行われた大田原マラソンに
救護班として当院も参加いたしました。日本赤十
字社栃木県支部、さくら医療福祉専門学校の方々
と協力し、全国各地約 3,000 人を超える参加者の
方々が競技を安全に楽しめるよう、救護活動にあ
たりました。

　12 月 16 日（火）消防法にて年２
回実施を義務付けられている昼間防火
訓練を行いました。
　院内にて火災が発生した想定で行わ
れました。もしもの時に備えて万全の
準備を心がけてまいります。

　10月５日（日）病院祭「マイタウンまつり」
を開催しました。
　昨年に引き続きお年寄りから小さなお子さん
まで幅広く、約1,400人の方にお越しいただき、
整形外科のギプス巻体験などの体験ブースや骨
密度チェックなどの医療相談、那須地区消防に
よるはしご車展示、キッチンカー、演奏会など
さまざまなイベントで地域の皆さんと楽しめる
イベントとなりました。

 11 月　  大田原マラソン

 12 月　  昼間防火訓練

 10 月　  マイタウンまつり

マイタウン・マイホスピタル

ミニニュース
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　那須赤十字病院は地域の皆さんに寄り添う病院を目指し、その一環としてこ
れまでも地域の皆さんに向けての講座を行って参りました。
　院長の「地域の皆さんにより自身の身体、病気のことを知ってもらおう。」
という思いもあり、昨年９月に循環器内科 景山先生、12 月には整形外科 竹
内先生の講演を行い、どちらもたくさんの地域の方々にご参加いただきました。
　2026 年も公開講座を行っていく予定でございますので、気になる先生、テー
マについての講座にはぜひお越しください。
　これからもたくさんの方々のご参加お待ちしております。

※テーマ等について詳細決まり次第、院内掲示、ホームページ等でお知らせいたします。

那須赤十字病院公開講座
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基本方針
１．赤十字基本原則に則り、地域のための医療を提供します。  
２．患者さんの立場を尊重し、患者さんに信頼される病院をつく
ります。  

３．日々の研鑽を惜しまず、医療の質の向上に努めます。  
４．保健・医療・福祉施設との連携を密にし、地域医療の発展につ
くします。

基本理念
マイタウン・マイホスピタル

～地域に根ざし、ともに歩み、心ふれあう病院に～

公式 SNS開始のお知らせ

「バナー広告」「広報誌広告」募集

「⼊院のご案内」
「診療費領収書裏⾯」

「職員エリアデジタルサイネージ」
今後募集予定

病院ホームページ
A枠：15,000円/枠/⽉
B枠：10,000円/枠/⽉

病院広報誌
「プラタなす」
20,000円/枠

お問い合わせは
那須⾚⼗字病院
総務課まで
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　今後の広報誌作成に役立てていきたい
と思いますので、下記ＱＲコードより
ご回答お願いいたします！

プラタなすアンケート始めました！


